
 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休みが終了し、８月 30日（金）から学校生活が再開しました。この夏は例年にない暑

さが続き、授業が再開した今でも気温の高い日が続いています。生徒の皆さんには登下校

においてこの暑さに気を付ける意識をもってほしいと思います。夏休みの間、冷房の効い

た室内で多くの時間を過ごしていたとしたら、この暑さは体にこたえます。登下校を含め

て少しずつ暑さに体を慣らして学校生活のリズムを取り戻していくことが大切です。まず

は、周囲のサポートを得ながら朝型の生活リズムをととのえていきましょう。 

 保護者の皆様におかれましては、これまで通りお子様への温かな言葉かけをお願いいた

します。 

 

 

 2024 年の夏は、パリオリンピックが開催され、日本人選手の活躍が連日報道されまし

た。金メダルを獲得する選手がたくさん出ましたし、10代でメダルを獲得する姿には驚か

されました。オリンピックという特別な舞台で自分の実力を出し切って結果を出すと、メ

ディアはその選手の競技人生に触れ、ストーリーとして報じていたように思います。です

から、みなさんの記憶にもまだ残っているシーンがたくさんあるのではないでしょうか。 

 一方で、結果が出なかった選手や審判のジャッジに対する誹謗中傷が大きく取り上げら

れたのも事実です。私が印象に残っているのは、柔道の阿部詩選手が 2回戦で敗退した時

のことです。負けが決まって、畳からおりた阿部詩選手は人目も憚らず泣き崩れていまし

た。この姿に SNSでは、「柔道家としてみっともない」「競技の進行を妨げている」等の反

応がありました。また、日本のプロ野球の世界においても誹謗中傷に関するニュースが取

り上げられました。横浜 DeNAの関根選手に対する誹謗中傷です。関根選手に対する誹謗

中傷は 4月から始まっていましたが、８月中旬に東京地裁が発信者情報開示を命じる仮処

分を決定したと報告しました。この件で、『死ね』『キモい』『消えろ』『ゴミ』などの言葉

が使われた場合、情報開示するということが分かりました。今後、投稿者は民事訴訟に対

応することが求められる可能性があるため、その代償は大きいといえるでしょう。 

 今年 5月、SNSなどを運営する事業者に対して、被害を受けた人への迅速な対応を求め

る改正法が成立しました。この改正法では削除申し出窓口の整備・削除の判断基準の策定

と公表、さらに削除申し出のあった場合総務省令で定める期間内に判断し通知するように

義務付けました。このような SNSに関するルール作り、規制ができて横浜 DeNAの関根

選手の申し立てに対して発信者情報開示が命じられたわけです。 

 いずれにしても、誰かの尊厳を奪うような SNS での誹謗中傷はやってはいけないこと

だと思います。また、故意に相手を傷つけたり貶めたりすることはいつの時代でも許され

ないはずです。SNSとどう向き合っていくのか、今後も考え続けたいと思います。 
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牛久一中 学校だより 

2024.９.２  No.６  

(文責 教頭：池邊) 

学校生活再開 生活リズムをととのえて 

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

SNSによる誹謗中傷 許されない社会に 

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           



 

 

 牛久一中の合唱団は８月に行われた、３つのコンクール（TBSこども音楽コンクール土

浦地区大会、第 91 回 NHK 全国学校音楽コンクール茨城県コンクール、第 79 回茨城県

合唱コンクール)に出場しました。そのうち、２つのコンクールにおいて優秀な成績を収め、

茨城県代表として関東大会に出場することが決定しました。皆川先生を中心とした指導者

の皆様に感謝申し上げます。また、合唱団の生徒のみなさんには関東大会においても活躍

されることを期待しています。以下に獲得した賞を紹介します。 

 ・TBSこども音楽コンクール 土浦地区大会 優良賞(R6.８) 

 ・第 91回 NHK全国学校音楽コンクール 茨城県コンクール 金賞 県知事賞(R6.８) 

 ・第 79回茨城県合唱コンクール 金賞 県教育委員会教育長賞(混声)(R6.８) 

 ・第 79回茨城県合唱コンクール 金賞 県教育委員会教育長賞(女声)(R6.８) 

 なお、第 91 回 NHK 全国学校音楽コンクール関東甲信越大会は９月７日（土）にさい

たま市のソニックシティ大ホールにて、第 79回関東合唱コンクールは 9月 22日（日）

に横浜市の神奈川県民ホール大ホールにて開催されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月 30日（金）に行われた夏休み明け全校集会では唯根校長 

先生から次のようなお話がありました。 

 この夏休みは部活動や合唱団の活動において牛久一中生の活躍 

がたくさん見られました。特に、うしくカッパまつり踊りパレー 

ドでは準優勝という結果を収め、地域とともにある学校を発信す 

ることができました。ありがとうございました。 

 さて、パリオリンピック・パリパラリンピックは多様性や共生 

をテーマに掲げ、分け隔てのない社会の実現に向けた平和の祭典 

として行われました。（パラリンピックは開催中）史上最多の金メダルを獲得した日本人選手には

「あっぱれ」というほかありません。ところで、オリンピックには３つの価値があることをご存じ

でしょうか。その価値とは①卓越（ベストを尽くすこと、目標に向かって全力で取り組む）②友情

（チームの一体感、喜び・人と人を結び付ける）③尊重（互いに敬意を払う、フェアプレーの精神）

です。これらの価値は、皆さんにも求められる大事な力です。夏休み明けには、新人戦、体育祭、

合唱コンクールという大きな行事があります。１、２年生は３年生の取組を継承し、３年生は夢や

目標の実現に全力で取り組んでほしいと思います。皆さんの活躍を期待しています。 

牛久一中合唱団 9月に行われる関東大会に出場決定 

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         

夏休み明け集会 校長先生のお話 

           

           

           

           

           

         

           

           

           

           

           

         


